
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１８」予選解答

１ 答え ５㎝

台形の高さを h（㎝）とすると，三角形の高さは h×２（㎝）と表すことができる。
あらわ

（台形の面積） ＝( 上底＋下底)×高さ÷２
めんせき じようてい か てい

＝(３＋ア)× h÷２

（三角形の面積）＝底辺×高さ÷２
ていへん

＝４×(h×２)÷２

＝４× h×２÷２

＝４×２× h÷２

＝８× h÷２

台形と三角形の面積が等しくなるためには
ひと

３＋ア＝８

である必要がある。
ひつよう

したがって ア＝５

２ 答え ２００cm２

上の図のように色のついた半円を移動すると，長方形ができる。
い どう

よって，２０×１０＝２００

４



３ 答え ６㎝

三角形ＢＥＦをウとする。

（三角形ＡＤＢの面積）＝（アの面積）＋（ウの面積）
めんせき

（三角形ＢＥＣの面積）＝（イの面積）＋（ウの面積）

アとイの面積が等しいから （三角形ＡＤＢの面積）＝（三角形ＢＥＣの面積） である。
ひと

辺ＢＣの長さを a ｃｍとすると
へん

（三角形ＡＤＢの面積）＝ (３＋６)×４÷２

＝９×４÷２

＝３６÷２

＝１８

（三角形ＢＥＣの面積）＝６× a÷２

＝３× a

このことから，１８＝３× aであることがわかる。

したがって，a＝６


